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仏全1992年10月1日

《
テ
ー
マ
》
い
の
ち
か
が
や
け

一
人
と
生
ま
れ
た
よ
ろ
こ
び
一

達伝の旗ム試大

　
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
は
、

去
る
九
月
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
「
い
の
ち
　
か
が

や
け
1
人
と
生
ま
れ
よ
ろ
こ
び
一
」
を
テ
ー
マ
に
、

北
九
州
市
の
九
州
厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
式
典
は
鎮
西
敬
愛
学
園
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
を
バ

ッ
ク
に
し
た
、
光
と
ス
モ
ー
ク
に
よ
る
幻
想
的
な
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
始
ま
り
、
前
回
の
開
催

地
で
あ
る
大
阪
府
仏
教
会
か
ら
、
大
会
旗
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
大
会
総
裁
・
山
田
恵
諦
全
盛
会
長
、
大

会
実
行
委
懇
懇
・
黒
田
英
之
福
岡
県
仏
教
連
合
会
会

長
、
さ
ら
に
谷
伍
平
福
岡
県
仏
教
連
合
会
後
援
会
長

が
挨
拶
、
感
謝
状
贈
呈
の
後
、
最
初
の
講
演
「
人
生

は
出
会
い
」
（
村
井
勉
J
R
西
日
本
名
誉
会
長
）
に
入

っ
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
鈴
木
健
二
熊
本
県
立
劇

場
館
長
が
「
感
動
の
あ
る
生
き
方
を
求
め
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
、
午
後
四
時
四
十
分
、
全
て
の
日

程
を
終
了
し
た
。
会
場
は
、
三
千
人
の
参
加
者
で
立
．

錐
の
余
地
も
な
く
、
最
後
ま
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。　
な
お
、
前
日
の
十
日
午
後
六
時
か
ら
福
岡
市
の
ホ

テ
ル
日
航
福
岡
で
、
祝
賀
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、
六
百
人
の
出
席
者
を
前
に

山
田
会
長
が
挨
拶
、
九
州
地
区
に
お
け
る
組
織
強
化

の
必
要
性
を
う
っ
た
え
、
賛
同
の
拍
手
を
あ
び
て
い

た
。
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山
田
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ

　
第
三
十
五
回
全
日
仏
教
徒
会
議
は
、
九
州
大
会

と
し
て
、
三
十
年
ぶ
り
に
こ
の
地
に
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
全
日
本

仏
教
会
に
と
り
ま
し
て
、
大
変
に
喜
ば
し
い
事
で

あ
り
ま
す
。

　
様
々
な
困
難
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
多
く
の
方
々
が
日
夜
に
ご
心
痛
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
ご
準
備
を
い
だ
き
ま
し
た
。
本
日
、

大
会
が
こ
こ
に
開
会
さ
れ
る
に
つ
き
ま
し
て
、
あ

ら
た
め
て
皆
様
方
の
ご
尽
力
、
ご
苦
労
に
対
し
ま

し
て
、
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
全
日
本
仏
教
会
は
、
全
国
入

万
の
仏
教
寺
院
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
各
宗
派
、

並
び
に
各
都
道
府
県
の
仏
教
会
の
ご
加
盟
に
よ
り

ま
し
て
、
今
日
こ
の
運
動
が
作
ら
れ
て
お
る
の
で

あ
り
ま
す
。
我
国
に
お
け
る
唯
一
つ
の
伝
統
仏
教

の
運
動
の
連
合
体
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
三
十
四
の
都
道
府
県
仏
教
会
が
本

会
に
加
盟
を
し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
こ
の
九
州
地
区
に
お
き
ま
し
て
仏
教
会
が
結

成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
は
、
誠
に
悲
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
福
岡
県
と
沖
縄
県
だ
け
で
あ
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
今
日
こ
の
大
会
を
迎
え
ま
し
て
、
こ
の

度
新
た
に
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
が
発
足
さ
れ
、
全

日
本
仏
教
会
に
ご
加
盟
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に

心
強
い
限
り
で
あ
り
、
慶
賀
に
堪
え
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
宮
崎
県

に
つ
づ
い
て
全
九
州
の
各
県
が
ご
加
盟
い
た
だ
き

ま
す
れ
ば
、
誠
に
あ
り
が
た
い
事
と
、
熱
望
し
て

挨拶する山田会長

止
み
ま
せ
ん
。

　
さ
て
現
在
、
激
動
の
嵐
が
世
界
を
吹
き
荒
れ
て

お
り
ま
す
事
は
、
私
が
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

す
べ
て
皆
様
の
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
冷

戦
の
終
結
に
よ
っ
て
色
々
の
変
化
が
あ
り
ま
す

が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
し
て
今
度
は
「
宗

教
」
と
共
に
「
民
族
」
と
い
う
も
の
を
中
心
に
、

団
結
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
新
し
い
国
際
的
な

一
つ
の
様
相
を
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
生
命
倫

理
、
環
境
保
全
、
さ
ら
に
高
齢
化
社
会
が
も
た
ら

す
生
き
が
い
の
問
題
と
、
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る

多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
極
め
て
私
共
に
大

切
な
宗
教
的
な
面
が
非
常
に
深
く
多
く
あ
る
た

め
、
仏
教
徒
と
し
て
こ
れ
を
見
逃
す
事
は
出
来
な

い
と
考
え
て
お
つ
ま
す
。
歴
史
が
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
今
日
、
仏
教
も
旧
套
を
脱
し

て
、
新
た
な
る
面
に
向
か
っ
て
積
極
的
に
社
会
活

動
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
お
り

ま
す
が
、
み
ん
な
の
力
が
今
も
そ
こ
に
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
事
は
、
残
念
で
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、

気
持
は
十
二
分
に
み
な
ぎ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
際
に
、
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、

こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て
九
州
の
各
県
が
今
一
層

の
団
結
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
全
仏
教
徒
が
私
共

と
力
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
れ
ば
、
こ

の
大
会
が
大
き
な
る
意
義
を
も
ら
た
す
も
の
で
は

な
い
か
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
誠
に
欲
深
い
望
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
期
が

到
来
し
た
事
を
ご
承
知
い
た
だ
き
ま
し
て
、
是
非

と
も
こ
の
九
州
大
会
に
花
も
実
も
あ
る
成
果
を
も

た
ら
し
て
下
さ
い
ま
す
事
を
懇
願
い
た
し
ま
し

て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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九
州
で
の
開
催
は
三
十
年
ぶ
り

　
　
　
　
　
《
大
　
会
》

　
大
会
は
午
後
一
時
か
ら
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
会

場
の
暗
闇
の
中
に
浮
き
出
た
、
合
掌
を
象
徴
し
た
六

色
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
法
輪
に
向
か
っ
て
、
鎮
西
敬
愛
学

園
合
唱
団
に
よ
る
仏
讃
歌
が
流
れ
る
と
い
う
、
厳
粛
■

な
内
に
開
会
式
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
大
会
旗
伝
達
。
前
回
の
開
催
地
で
あ
る
大
阪

府
仏
教
会
の
森
田
禅
朗
会
長
か
ら
大
江
智
朗
大
会
事

務
局
長
に
大
会
旗
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
山
田
大
会
総
裁
、
黒
田
大
会
会
長
、
谷

後
援
会
長
が
挨
拶
、
そ
し
て
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
た
。

挨
拶
す
る
黒
田
会
長

　
そ
の
後
、
黒
田
大
会
会
長
か
ら
前
福
岡
県
仏
教
連

合
会
会
長
の
花
田
英
忠
師
へ
、
長
年
に
わ
た
る
寺
号

へ
の
貢
献
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
第
二
部
は
、
村
井
勉
J
R
西
日

本
名
誉
会
長
の
講
演
で
始
ま
っ
た
。
演
題
は
「
人
生
は

出
会
い
・
裸
で
飛
び
込
ん
で
全
力
投
球
で
生
き
よ
」
。

　
村
井
氏
は
学
校
時
代
の
先
生
と
の
出
会
い
、
社
会

に
出
て
か
ら
の
先
輩
諸
氏
と
の
出
会
い
、
と
い
っ
た

様
々
な
出
会
い
が
自
分
の
人
生
に
大
き
な
意
味
を
も

た
ら
し
た
事
に
ふ
れ
、
ど
の
よ
う
な
出
会
い
で
も
、

裸
で
飛
び
込
ん
で
肌
で
感
じ
る
。
そ
し
て
全
力
投
球

講
演
す
る
鈴
木
氏

で
頑
張
る
。
人
生
く
よ
く
よ
し
て
も
始
ま
ら
な
い
。

人
生
を
い
つ
も
前
向
き
に
、
そ
こ
に
必
ず
活
路
が
開

け
る
と
確
信
し
て
い
る
。
色
々
な
出
会
い
を
通
じ
て
、

人
間
と
い
う
者
は
成
長
を
つ
づ
け
る
。
人
の
心
は
い

う
に
及
ば
ず
、
自
分
の
心
に
も
火
を
灯
し
な
が
ら
、

日
々
も
ろ
も
ろ
の
出
会
い
を
求
め
て
、
一
日
一
日
を
、

更
に
一
日
の
中
で
も
一
瞬
一
瞬
を
有
意
義
に
送
っ
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
を
反
省
し
な
が
ら
、
今
現
在

に
生
き
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
民
謡
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

大
会
受
付
け
風
景

一4一
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ン
を
は
さ
み
、
第
三
部
は
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
鈴
木
健
二
熊
本
県
立
劇
場
館
長
が
、
「
感
動
の
あ
る

生
き
方
を
求
め
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
仏
教
と
い
う
も
の
は
、
日
常
生
活
の

中
に
あ
っ
て
、
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
や
、
イ

ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
い
っ
た
所
の
人
々
の
宗
教
の

感
情
と
、
日
本
人
の
仏
教
に
対
す
る
感
情
と
は
、
大

き
な
開
き
が
あ
る
と
し
、
自
分
の
体
の
中
に
も
仏
教

と
い
う
も
の
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
、
間
接
的

に
感
じ
た
事
が
起
こ
っ
た
と
し
て
、
親
戚
の
寺
院
住

職
の
す
ば
ら
し
い
臨
終
の
有
り
様
を
し
ん
み
り
と
話

し
始
め
ら
れ
た
。

　
最
後
に
鈴
木
氏
は
、
常
に
人
間
と
い
う
者
は
、
相
手

の
お
か
げ
で
暮
ら
し
て
い
る
、
そ
こ
を
釈
迦
は
懸
命

に
説
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
を
こ
う
し
た
大
会
の
話
し

祝
辞
を
述
べ
る
大
竹
宗
務
総
長

合
い
を
契
機
と
し
て
、
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で

実
践
さ
れ
て
す
ば
ら
し
い
仏
教
徒
に
お
な
り
に
な
る

事
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
、
と
話
を
と
じ
た
。

　
　
　
　
《
祝
賀
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
》

　
大
会
祝
賀
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
大
会
前
日
の

九
月
十
日
午
後
六
時
か
ち
、
福
岡
市
・
博
多
の
ホ
テ

ル
日
航
福
岡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
筑
紫
達
契
大
会
副
会
長
の
導
師
で
参
加
者
全
員
が

三
帰
依
文
を
唱
和
。
続
い
て
、
山
田
大
会
、
総
裁
、
黒

田
大
会
会
長
、
中
村
正
彦
福
岡
市
仏
教
会
会
長
が
挨

拶
、
来
賓
と
し
て
李
泓
波
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
事

務
総
長
、
林
照
雄
福
岡
県
副
知
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
た
。

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
の
訪
日
団

　
そ
の
後
、
青
木
晃
黒
黒
指
金
担
当
部
長
か
ら
、
「
雲

仙
・
普
賢
岳
災
害
義
産
金
」
へ
の
募
金
協
力
の
お
願

い
が
あ
っ
た
。
本
大
会
で
は
、
長
崎
県
の
雲
仙
・
普

賢
岳
の
被
害
地
に
対
す
る
義
指
金
の
募
金
活
動
が
積

極
的
に
行
わ
れ
、
大
会
当
日
も
会
場
に
募
金
箱
を
設

置
し
、
広
く
参
加
者
か
ら
浄
財
を
集
め
た
。
義
損
金

の
総
額
は
百
五
十
万
円
に
達
し
、
大
会
翌
日
の
十
二

日
、
黒
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
会
関
係
者
が
、

現
地
の
島
原
仏
教
会
を
訪
れ
、
直
接
手
渡
し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
続
い
て
、
祝
宴
に
入
り
、
石
上

智
康
本
会
理
事
長
、
大
竹
明
彦
曹
洞
宗
宗
務
総
長
、

木
南
正
直
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務
の
祝
辞
が
あ

り
、
午
後
入
時
盛
会
の
内
に
終
了
し
た
。

山田恵諦会長　ご染筆

（天台座主狙下）

2，000円箱入
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修

正

　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
堂

修
復
事
業
再
開
へ

　
　
　
　
去
る
二
月
三
十
日
午
後
五
時
（
現
地

　
　
　
時
間
）
、
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内

　
長
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
石
上
智
康
理
事

　
員
長
と
ス
ー
リ
ャ
・
サ
キ
や
L
D
T
（
ル

播
ン
ギ
開
発
ト
ラ
ス
ト
）
無
妻
と

馴
の
間
で
、
．
修
正
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定

　
側
書
し
が
調
印
さ
れ
た
。

　
右
本
会
は
一
九
九
〇
年
、
マ
ヤ
堂
修
復

　
氏
事
業
に
関
し
て
L
D
T
と
の
間
で
協
定

笹
書
を
交
し
た
が
、
ネ
パ
ル
の
政
変
等

　
サ
に
よ
り
、
事
業
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ

恐
れ
て
い
た
．

　
左
　
　
本
会
は
こ
れ
ま
で
、
修
復
事
業
の
早

下
期
再
開
を
目
指
し
て
L
D
T
と
の
交
渉

　
中
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、
考
古
学
調
査
、

　
　

　
長
専
門
家
会
議
の
開
催
等
を
盛
り
こ
ん
だ

　
事
　
「
修
正
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定
書
」
を

位
取
り
交
す
こ
と
に
な
咳
こ
の
日
の
調

　
石
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
る
　
す
調
印
式
に
は
、
L
D
T
の
理
事
長
で

鵬
あ
る
ゴ
ピ
ン
タ
．
ジ
ョ
シ
ィ
ー
ネ
パ

　
　
　
ー
ル
王
国
文
部
大
臣
を
は
じ
め
、
各
省

の
大
臣
、
同
国
国
会
議
員
、
伊
藤
忠
一
在
ネ
パ
ー
ル

日
本
大
使
、
各
国
の
在
ネ
パ
ー
ル
大
使
、
さ
ら
に
ネ

パ
ー
ル
日
本
人
会
の
関
係
者
等
、
約
百
人
が
出
席
し

た
。　
本
会
か
ら
は
、
石
上
理
事
長
を
は
じ
め
、
川
井
匡

俊
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
貝
長
、
小
田
原
利
仁
同
副

委
員
長
、
川
島
宏
之
総
務
部
長
、
斎
藤
明
聖
財
務
部

長
、
木
内
隆
志
国
際
文
化
部
長
、
深
澤
照
生
同
次
長

の
七
人
が
出
席
、
ネ
パ
ー
ル
側
関
係
者
と
の
交
流
を

推
進
し
た
。

　
な
お
、
調
印
の
後
、
日
本
側
主
催
に
よ
る
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
こ
の
席
で
石
上
理
事
長
は
、

「
こ
の
た
び
調
印
さ
れ
た
協
定
は
、
信
仰
の
場
と
し

て
の
マ
ヤ
堂
の
復
元
ζ
学
術
研
究
と
い
≧
つ
の
＋

目
的
を
満
た
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
挨
拶
、
出
席
者

の
拍
手
を
あ
び
て
い
た
。

　
マ
ヤ
堂
修
復
工
事
は
、
来
た
る
十
月
十
五
日
に
ル

ン
ビ
ニ
ー
の
現
地
に
お
い
て
起
工
式
を
行
い
、
ま
ず

第
一
期
作
業
と
し
て
、
現
況
の
マ
ヤ
堂
基
壇
の
試
堀

調
査
を
行
う
。
そ
し
て
十
九
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
と

い
わ
れ
る
、
現
マ
ヤ
堂
と
そ
の
基
壇
を
解
体
し
て
い

く
。
こ
れ
に
は
、
六
カ
月
の
工
事
期
間
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　
第
一
期
作
業
が
終
了
し
た
後
、
試
掘
調
査
か
ら
明

ら
か
と
な
っ
た
古
代
マ
ヤ
堂
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
・
ス

タ
イ
ル
に
基
づ
い
て
設
計
図
を
作
成
す
る
た
め
に
、

専
門
家
会
議
を
開
催
す
る
。

　　＿噸
t　　　、　　叩拝

霞「輩
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次
に
第
二
期
作
業
と
し
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
考

古
学
調
査
を
行
っ
た
場
所
を
埋
め
戻
し
て
基
壇
を
築

き
、
そ
の
基
壇
上
に
古
代
の
マ
ヤ
堂
の
建
築
デ
ザ
イ

ン
と
ス
タ
イ
ル
に
基
づ
い
た
建
造
物
を
復
元
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
釈
尊
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
中
心

で
あ
る
マ
ヤ
堂
復
興
と
い
う
、
画
期
的
な
事
業
が
日

本
仏
教
徒
の
手
で
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
調
印
が
終
っ
た
こ
と
か
ら
、

勧
募
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

、
盛
「

文
部
大
臣
（
中
央
）
の
私
邸
を
訪
れ
た
四
仏
代
表
団

修
復
を
待
つ
マ
ヤ
堂
（
上
）

（
下
）

一7一

辱
　
「
　
5

悉
．
㍉

ゐ
’
つ
　
ぐ

埋・・



仏全1992年10月1日

理

事

宮
崎
県
仏
の
加
盟
を
承
認

　
本
会
の
理
事
会
が
、
入
月
二
十
五
日
午
後
二
時
か

ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
石
上
理
事
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、
挨
拶

に
つ
づ
い
て
、
議
長
に
石
上
理
事
長
、
議
事
録
署
名

人
に
川
田
聖
定
、
江
川
辰
三
の
皇
師
を
選
ん
で
議
事

に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
　
平
成
五
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　
石
上
理
事
長
よ
り
上
程
。
斎
藤
財
務
部
長
が
詳
細

を
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
　
保
管
金
の
措
置
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件

　
石
上
理
事
長
よ
り
上
程
。
、
斎
藤
財
務
部
長
が
説
明
。

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
　
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
の
加
盟
の
承
認

を
求
め
る
件

　
石
上
理
事
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
社
会
部
長
が
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
。
本
会
へ
の
加
盟
が
承
認
さ

れ
た
。

議
案
第
四
号
　
　
「
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定
書
」
・
「
ネ

パ
ー
ル
王
国
ル
ン
ビ
ニ
・
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
実
施
計

画
」
の
一
部
修
正
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

九
九
二
年
十
月
一
日
発
行

行
人

議
案
第
五
号
　
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
第
一
期
作
業
及
び

専
門
家
会
議
の
予
算
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　
石
上
理
事
長
よ
り
一
括
上
程
。
木
内
国
際
文
化
部

長
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、

承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
事
務
総
局
各
部
報
告

　
資
料
に
基
づ
い
て
、
各
担
当
部
長
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。≒
璽
9
務
《
謎
解
録
茎
§

　
　
1
九
月
－

三
日
　
　
　
宗
教
法
人
実
務
者
研
修
会
出
席

四
日
　
　
　
日
宗
連
理
事
会

七
日
　
　
局
内
会
議

九
日
掛
　
　
真
言
宗
豊
山
派
管
長
就
任
祝
賀
会
出
席

十
日
～
十
一
日
　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会

＋
七
日

＋
入
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

真
言
宗
豊
山
派
新
内
局
量
局

同
和
委
員
会

本
願
寺
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

基
本
法
中
央
集
会
出
席

法
律
相
談
室

昌

一
丁

日

ム

二
十
六
日
　
永
平
寺
差
別
戒
名
法
要
参
列

二
十
入
日
　
総
務
委
員
会

塚
田
　
一
口
（
元
全
仏
評
議
員
）

七
月
二
十
七
日
、
七
十
八
歳
で
遷
化

栃
木
県
仏
教
会
副
会
長

大
井
　
重
忠
（
元
金
仏
評
議
員
）

入
月
九
日
、
六
十
八
歳
で
遷
化

神
奈
川
県
仏
教
会
副
会
長

藤
井
　
實
慮
（
元
全
仏
会
長
）

九
月
三
日
、
九
十
五
歳
で
遷
化

浄
土
門
主
、
総
本
山
知
恩
院
第
入
十
五
世
門
跡

嚇
弩
◆
も
◆
肇
◇
塾
◆
も
◇
曝
◆
曝
◇
璽
◆
懸
6
肇
◆
毒
◆
．
塗
◆
睾
◆
与
◆
曝
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肇
◇
瀞
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